



Construction Methods for a Holofacial Hedron Using Origami



























































をもたせて点 A に点 B を
合わせてふたをするようなイメージで全面多面体を
作る方法がある．作図をすると図４a のようになる．














































































準じる．中央の線分 AB と線分 CD で囲まれた部分
については図14に示すような作図をすることがで
き る． 図14a は， β ≠ β′ の 場 合 で も β ＝ β′
の場合でも作図可能であるが，図14b は，β＝
β′の場合のみ作図可能である．また，いずれの作




















































































































































































BD ＞０で，点 A と点 C をそれぞれ中心とする半
径 AB，CD の半円を描き，その交点が網かけ部分











































































































AQ ＝ AR となるように
線分 QR を折った後，点




AB との交点を点 P とする．この折り位置を少しず
らして新しい折線を加えることによって，図43に
示す作図も可能となる．
　一方，本稿では基本的に多面体の数が３つまでの
場合について述べた．いささか折りは複雑になる
が，図44に示すように４つや５つの多面体からな
る全面多面体も作図することができる．図44a は外
側２つに図４a，内側２つに図５a を適用したもの，
図44b は左から図25a，図29，図20，図５a を適用
したもの，図44c は左上と右上に図７a，左下と右
下に図29，中央に図20を適用したものである．
　また，現実に折ることは困難かもしれないが，例
えば図１b において縦に平行な区切り線をたくさん
折り，区切り線で囲まれたそれぞれの長方形の部分
に図20の作図を適用すると，一枚の正方形からい
くつでも多面体を作ることが理論的には可能であ
る．
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　実際には，本稿で述べた以外にも多くの種類の全
面多面体が存在すると考えられる．
　本稿では，算数や数学の教材の一つとして，全面
多面体の作図法を考察した．使用した正方形の折り
紙は一般的であり，図4a，図16a，図31に示した
作図法は簡単で，かつ基本的な作図法であるから，
平面から立体への変化を実感できる良い教材とな
る．また，２つ以上の多面体となる場合には，区切
り方や作図の組み合わせ方を工夫してできあがった
立体の形を楽しむこともできる．さらに，ここで述
べていない新しい作図法を見つけることに挑戦すれ
ば，創意工夫の楽しさ，そして発見の喜びを体験す
ることができる．
　なお，本稿では体積の計算を行っていないが，体
積については今後の課題としたい．
参考文献
[1] 阿部　恒，すごいぞ折り紙－折り紙の発想で幾何を楽
しむ，日本評論社，2003. 
[2] 芳賀和夫，オリガミクスⅡ，日本評論社，2005.
折り紙による全面多面体の作図法
図44
a 
c 
b 
